
 

 

実施主体：くらしのサポートセンター「かもめ」（大分県国東市竹田津地区） 

人口 １,024人（竹田津地区のみ）／2016（H28）年4月 

交通弱者向け交通状況 コミュニティバス、バス利用券交付、精神障がい者交通費助成 

道路運送法上の類型 登録不要（サロン等への送迎（自家輸送）） 

しくみとサービス内容 

実施主体は、住民の有志による「くらしのサポートセンター（旧：くらしを考

える会）」。移動支援の内容は、マイカーボランティア（無償）によるカフェ

への送迎（サロン送迎）と、そこからの買い物等移動支援（無料）となってい

る。 

実施開始時期 2016（H28）年12月 

特徴 

 

キーワード： 

★ゼロからの体制づくりと

サービス創出 

★生活支援コーディネー

ターの熱意とスピード感 

 

 地域で支え合う体制づくりが必要という意識の共有から始めて、わずか一年

で、住民発意・住民主体の居場所づくりや移動支援を実現した。地域支え合い

推進員（生活支援コーディネーター）が動き始めた当初は、拒否反応や行政不

信もあったが、推進員の熱意と、小学校区単位で、繰り返し学び必要性を実感

したこと、スピード感を大切にしたことで、多くの住民が地域の将来像を具体

的に描くことができた。新しい総合事業の活用はまだないものの、立ち上げま

でに、県や民間団体の助成金など６本を申請し、交付を受けた。 

関係資料 
竹田津暮らしのサポートセンター「かもめ」これまでの歩み 

国東市一般介護予防事業補助金交付要綱 

 

  

http://www.zenkoku-ido.net/_action/pdf/2016josei/4-3-kunisaki.pdf
http://www.zenkoku-ido.net/_action/pdf/2017josei/youkou_kunisaki.pdf
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国東市続き 

①年月 ②実施事項 ③内容と結果 

2016年 1月 地域説明 地域と行政、社協による地域づくりのきっかけとなった。 

3月 
先進地視察、生活支

援講演会開催 

地域住民による支え合いのしくみづくりを学んだ。講演会には

地区内人口の1割が参加。 

4月 

地域支え合い推進員

を公民館に配置 
行政や社協の本気度が住民に伝わった。 

くらしを考える会設

立 

上記参加者有志７人で発足。勉強会の内容検討、参加チラシ作

成・配布、声かけ等を担当 

5月～6月 
地域勉強会（計 7

回） 

「考える会」で実施（計 15時間）テーマは支え合い・居場

所・移動支援・食事 

7月～9月 全戸訪問ニーズ調査 

考える会メンバーや協力者による全戸聞き取り訪問。1世帯約

1時間。困りごととできることの両方を尋ねる内容。 

 

8 月 実践NPO 視察 

福祉の拠点的な活動を展開している県内の NPO法人を視察

し、法人化検討、自主財源の確保策、拠点整備費用の助成金等

を調べた 

9月～10月 活動計画作成 居場所の内容を具体化 

10月 居場所の視察 佐賀県の居場所の先進地視察 

11月 模擬実施（2回） 模擬実施は送迎・体操等レク・食事 

11月 安全運転者講習 運転ボランティア候補(ニーズ調査)に声をかけて開催 

1月 
カフェオープン（毎

月6回） 

居場所への送迎に加え、月２回は居場所からの外出支援を実施

（総合事業の活用は無し） 

2017年 3月 
カフェ開催日数増加

（月12回へ） 

考える会のメンバー増加中（37人）。「活動を通じ自分たち

の意識がかわった」という声も。 

 

両方の結果を重ねあわせて、居場所づくりにたどりついた 


